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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月10日(2017.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１．０１～１．０９ｇ／ｃｍ３の密度を有する、単数または複数のポリカプロラクトン
（ＰＣＬ）マイクロキャリアー。
【請求項２】
　１．０４～１．０７ｇ／ｃｍ３の密度を有する、請求項１に記載の単数または複数のＰ
ＣＬマイクロキャリアー。
【請求項３】
　１．０３～１．０７ｇ／ｃｍ３の密度を有する、請求項１に記載の単数または複数のＰ
ＣＬマイクロキャリアー。
【請求項４】
　約５０～約４００μｍの平均直径、および１０％未満の直径の変動係数（ＣＶ）を有す
る、請求項１～３のいずれか一項に記載の単数または複数のＰＣＬマイクロキャリアー。
【請求項５】
　約１５０～２００μｍの平均直径、および５％未満の直径のＣＶを有する、請求項１～
３のいずれか一項に記載の単数または複数のＰＣＬマイクロキャリアー。
【請求項６】
　ＰＣＬマイクロキャリアーが多孔性である、請求項１～５のいずれか一項に記載の単数
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または複数のＰＣＬマイクロキャリアー。
【請求項７】
　ＰＣＬマイクロキャリアーが球状の形状である、請求項１～６のいずれか一項に記載の
単数または複数のＰＣＬマイクロキャリアー。
【請求項８】
　単数または複数のＰＣＬマイクロキャリアーが乾燥型で提供される、請求項１～３のい
ずれか一項に記載の単数または複数のＰＣＬマイクロキャリアー。
【請求項９】
　接着促進性のポリペプチド、糖ポリペプチド、陽イオン性多価電解質、または多糖を含
むコーティングをさらに含む、請求項１～７のいずれか一項に記載の単数または複数のＰ
ＣＬマイクロキャリアー。
【請求項１０】
　（ｉ）マトリックス構成要素を含む第一の層；および
　（ｉｉ）マトリックス構成要素を含む別の層；

を含む多層コーティングをさらに含み、
ここでマトリックス構成要素は、ポリ－Ｌ－リジン）、ラミニン、ゼラチン、コラーゲン
、ケラチン、フィブロネクチン、ビトロネクチン、ヒアルロン酸、エラスチン、ヘパラン
硫酸、デキストラン、デキストラン硫酸、コンドロイチン硫酸、または、ラミニン、コラ
ーゲンＩ、ヘパラン硫酸プロテオグリカンおよびエンタクチン１の混合物、である、
請求項１～７のいずれか一項に記載の単数または複数のＰＣＬマイクロキャリアー。
【請求項１１】
　さらに細胞コーティングを含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の単数または複
数のＰＣＬマイクロキャリアー。
【請求項１２】
　細胞が幹細胞である、請求項１１に記載の単数または複数のＰＣＬマイクロキャリアー
。
【請求項１３】
　細胞、場合によって幹細胞を培養する方法であって：
　（ｉ）細胞を、請求項１～１０のいずれか一項記載の単数のＰＣＬマイクロキャリアー
、または複数のＰＣＬマイクロキャリアーに付着させて、マイクロキャリアー－細胞複合
体を形成し；そして
　（ｉｉ）マイクロキャリアー－細胞複合体を培養する；
工程を含む、前記方法。
【請求項１４】
　工程（ｉｉ）の後、細胞数が拡大される、請求項１６の方法。
【請求項１５】
　マイクロキャリアー－細胞複合体を培養する工程が、静置状態下での懸濁培養および／
もしくは攪拌を伴う懸濁培養を含み、ならびに／または、マイクロキャリアー－細胞複合
体の培養が、血清不含培地中の培養を含む、請求項１３または１４に記載の方法。
【請求項１６】
　幹細胞を分化させる方法であって：
　（ｉ）幹細胞を、請求項１～１０のいずれか一項記載の単数のＰＣＬマイクロキャリア
ー、または複数のＰＣＬマイクロキャリアーに付着させて、マイクロキャリアー－幹細胞
複合体を形成し；そして
　（ｉｉ）幹細胞の分化を誘導する；
工程を含む、前記方法。
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